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特殊村落二於ケノレ綜合槍診成績報告（・）

耳鼻咽喉科的所見

附寄生鐡卵検査成績

富山縣産業組合病院

豊

倉

田  文
Btmichi 7妙。如

本  政  雄
14（rsao klt7’anve／o

（昭和17年9月16日受附）

内 容 抄 録

 富山縣産業組合病院ノ農村醤療事跡事業ノー部トシ

テ農村二於ケル疾病調査ヲ行ヘリ．本es ＝於テハ伺懐

病ヲ多叢シ，川敷先學虫封シ研究ノ資料ヲ提供セル富

山縣氷見郡速川村二於テ，赤村國凶暴按児童ヲ事象ト

シ，各戸綜合樵診ヲ行ヒタル成績ノ中，耳鼻咽喉科的

所見及ビ寄生轟卵橡査成績ヲ叙述セルモノaシテ，聴

器所見及ビ咽頭所見二於テハ特別ナル意義ヲ認メザリ

シモ，鼻所見二於テハ，各種疾患極メテ高率二護見

シジ殊二萎縮性鼻炎ハ甚ダ高率ニシテ，此ノ如キ串平

心該部落二線テ露寒f拘懊病的傾向ノ残存ヲ推察シ得ル

ー一 ﾞ左ナリ1・思惟ス．

第1章 緒 言

第2章 調査地並二調査人員

第3章 調査成績

 第1節 i慈器所見

目 次

 第2節 鼻所見

 第3節 咽頭所見

第4章 結 論

 附寄生轟卵樵査成績

第1章緒

 現下ノ情es ＝於テ人的資源ノ確保ハ極メテ緊

急ナル事柄ニシテ，幾多ノ施設乃至法案ノ攻究

或ハ立案セラレ，一部ハ既二實行ノ途＝アリ．

而シテ人的資源ノ確保ハ農村二会ケル保健問題

ト密接ナル關係ヲ有シ，農村保健ノ推移ハ時局

下ノ重大命題タリ．余等ハ我が病院ノ特質使命

言

二鑑ミ農村保健蓮動ノー端トシ，富山縣農村衛

生ノ調査二着手セリ．余等ノ日的トスルハ各種

疾病ノ調査，之二封スル豫防施設ノ考究ニシ

テ，特殊村落二於ケル各科領域綜合槍診ノ考察

ハ今後二於ケル署療封策＝稗釜スル所アラント

思惟シ，本編＝於テ耳鼻咽喉科的所見ノ大要ヲ
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述べ，併セテ寄生銀盤楡査成績ヲ報告セント ス．

第2章調査地孟＝調査人員

 特殊村落トシテ余等ノ調査ノ封象トセル地域ハ富山

縣氷見郡速川村ナリ．該村ハ氷見町ヨリ西方約14粁ノ

地職ニシテ石川縣境二位シ，寳達山脈ヲソノ境界トセ

ル山村ナリ．

日

本

海

富 山 縣

石川縣轟
        界

 而シテ速川村附近村落ハ本邦二於ケル拘優病問題ノ

濫鰹ヲナセル地域ニシテ，實二三治39年以來三輪唐

澤，木下，緒方，田代，申原，林，岡本，木村，下

奉，宮田，鬼頭，本荘，杉邨ノ諸二者二瀬シ拘儂病研

究ノ資料ヲ提供セル地域ニシテ，更二叉金大泉敢授ニ

ヨリソノ研究業績ノ護表ヲミタリ．然レ共最近二至リ

縣當局並二醤師會ノ衡生指導ニヨリ漸減ノ傾向ヲ辿り

ツ・アルハ蓋シ慶賀ノ至りナリ．余等ノ玉村ヲ選べル

ハ上述ノ如キ地方的疾患ノ存在ト村當局ノ衛生施設改

善ノ指導ヲ庵主サレタルヲ以テナリ．

 調査人員ハ速川国民二棟初等科全児童ニシテ，科ニ

ヨリテハー瘡毒級ヲ省略セルモノモアリ．（本樵診ハ

昭和15年4月二行ヒシモノニシテ，種kノ事情ニヨリ

重重ノ延引セルモノナリ．爾本樵診S際シ霊力サレタ

ル當時村長タリシ故横山宗一氏a謝意ヲ表スルト共昌

同氏ノ冥頑ヲ所ル）．

第3章 調 査 成 績

     第1節嘉器所 見
 聴器所見二就キ余ノ調査セル範園ハ町腔栓

塞，及ビ鼓膜所見ニシテ，鼓膜所見竺ヨリ慢性

化膿性中耳炎，鼓膜内陥，中耳炎後貼症二分別

セリ，而シテ町聯栓塞トセルモノハ鐡子或ハ雀

綿子ヲ以テ除去不能ナル程度ノモノヲ以ツテ

シ，鼓膜内陥雷光錐ノ浩失セル程度以上ノモ

ノ，中耳炎後賄症ハ弧度ノ溜濁疲痕形成，石

友沈着，乾燥性穿孔ヲ以ツテコレト定メタリ．

 調査成績ノ細別ハ第1表二表示セリ．
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第1表  蕪器所見ノ検i査成績

耳r牌縫塞 慢性化膿性中耳炎 鼓膜内陥 中耳炎後半症

濃 3 ♀ 3 ♀ 3 ♀ ♂ ♀

右
人員  20

P1・2％

’30

P2・9％

 6

R・3％

 4

Q・2％

 27

P5．1％

 28

P5．6％

10

T・6％

 3

P・7％

左
入員  19

P0・6％

 24

P3・4％

 3

P・7％

00  29

P6・2％

 29

P6．2％

 7

R・9％

 3

P．7％

詩
人員  39

P0・9％

 47

P3・2％

  9● 2．5％  4

P・1％

 56

P5・7％

 57

P5・9％

17

S・7％

 6

k7％

合  計
   86

P2・1％±1・16％

  13
P・8％士0・49％      t

  113
P5・8％±1．36％

  23

R・2％±0・66％

 自Pチ耳丁子栓：ge 12．1％±1．16％，慢性化膿性申

耳炎1．8％±O．49％，鼓膜内蓋15．8％±1．36％，

中耳炎上貼症3．2％土0．66％ナル成績ヲ得タリ，

今之ヲ本邦諸家ニヨリ調査セラレタル成績ト比

較封照シ，2，3考察ヲ加ヘントス
 （1）  耳丁珂寧栓塞

 學：童二於ケル用聯栓塞二就キテ一丁撒先進諸

家ニョリ観察セラレタリ，之が主要ナルモノヲ

列記スレバ第2表ノ如シ．

第3表 慢性化膿性中耳炎ノ統計

調査者

吉  田

大  澤

西

久  保

高  越

吉井・千田

被樵者数

8．073

3．482

17．747

1．000

1．270

 104

百分傘

2．10／0

2．6e／0

2・80／e

3．9％

5．Oe／a

g．6e／o

第2表 画期栓塞ノ統計

調査者 地域 被梅扇面 百分i率

大 澤 東京 9，801 40・3％

海江田 長崎 34・0％

高 越 岡山 812 26・0％

清 水 金澤 19，117 24・1％

西 熊本 17，749 22・7％

久 保 禧岡 1，000 15・8％

山 崎 米子 949 15・5％

吉 田 東京 9，073 15・1％

 帥チ余ノ成績タル12．1％ト比較スレバ諸家ノ

域績遙カニ高率ヲ示スモ，各槍者ノ町騨栓塞二

i封スル見解モ匠々＝シテ，之ヲ以テ断定スル＝

躊躇スルモノナリ．

 （2）慢性化膿性中耳炎

 慢性化膿性中耳炎＝關スル諸家ノ槍索成績

（第3表）ト余ノ調査セル比率トヲ比較スルニ，

余ノ1．8％ハ低率ナリ．慢性化膿性中耳炎ハ鼻

腔，副鼻腔或ハ咽頭ノ慢性炎症ト密接ナル關係

ヲ有スルモノニシテ，被検人員二於テ鼻腔，副

鼻腔ノ慢性炎症二面テハ後述スル所ナルモ可ナ

リ高率二現ハル・二拘ハラズ，慢性化膿性中耳

炎ノ低率ナルハ奇異ノ感ナキニシモアラズ，然

レ共慢性化膿性中耳炎ト結核トノ一二密接ナル

關係アリ，佐藤重一氏＝ヨレバ小見慢性耳漏ノ

細菌心的楡索ニヨリ，ソノY4ハ結核性ナリト云

ヘリ， rl二等ハ被言入七二封シマソトー氏反慮ヲ

行ヒタルニ陽性旧約14％ニシテ，ソノ陽性率比

較的僅少ナリ．帥チ被検人員二劃スル結核ノ侵

襲未ダ著シカラザル事實ハ慢性中耳化膿ノ低率

ト 一uaノ關聯ヲ有スルモノノ如シ．

 （3） 鼓膜内陥

 鼓膜内陥二二キテ2，3ノ総計ヲ學グレバ第

4表＝示スガ如シ．然レ共内陥二就キテ諸家ノ

見解匠々ニシテ，余ノ槍索セル15．8％＝比シ高
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巻4表鼓膜内陪ノ統計

調査者 被樵入曽敷  ゆﾅ分率

吉井・千田

C江田
@西

 10失 800

P7，747

54・8％

Q0・0％

Q0・1％

率タルモ，大ナル意義ヲ有セズ．

 （4） 中耳炎後序症

 中耳炎後置症二關スル諸家ノ統計的資料ナキ

ヲ以ツテ，ソノ寡多二就キ言及スル能ハズ．

     第2節 鼻  所  見

 鼻所見ノ細別即吟5表二掲示セリ．帥チ慢性

第5表  鼻腔ノ槍査成績

性譜 慢性鼻炎並二

闌﨎ｫ鼻炎
慢性副鼻腔炎  oﾞ縮性鼻炎 鼻中隔崎型

3
人員  65

R6．3％

 88

T9・1％

15

W・4％

 58

R2．6％

♀
入員  75

S1・9％

 61

R4・1％

 21

P1・7％

 59

R2．8％

合計 人員    140

R9．1％±2・58％

   149

S1・3％士2・60％

   36

P0．1％士1・59％

 ， 117

R2・7％±2・娼％

鼻炎或ハ肥厚性鼻炎39．1％±258％，慢性副鼻

腔炎41．3％±2．60％，萎縮性鼻炎10．1％±1．59

％，鼻中隔甲唄32．7％±2．48％ニシテ，性別的

差異ハ慢性鼻炎並＝肥厚性鼻炎，及ビ萎縮性鼻

炎ハ女子二目ク，慢性副鼻腔炎ハ男子＝高率ニ

シテ，鼻中隔騎型ハ男女略同率ナリ．

 fi腔 ＝於ケル病的所見ヲ先人ノ調査成績ト比

較封照セシニ慢性鼻炎並二二二二鼻炎，慢性副

鼻腔炎二於テ余ノ成績極メテ高率ナリ．（第6

表，第7表参照）

 萎縮性鼻炎二關スル統計的報告二就キ西氏ハ

熊本市見童17．747名二二テ1・0％，大澤氏ハ東

京市瀞田匠學童二於テ2．1％，外山氏ハ京都府

立第3中學生二於テ05％ナルヲ記述シ，余ノ

統計二比シ極メテ低率ナリ，然レ共杉崎氏寺新

第6表 慢性鼻炎並昌肥厚性鼻炎ノ統計

調査者 下槍入員数 百分寧

吉 田 8，073 19．3％

西 17，747 16．1％

山 崎 849 8．2％

原 田 1，705 6・44％

大 澤 3，482 4・5％

第7表 慢性副鼻腔炎ノ統計

調査者 被検入員籔
 皐

S分率

大 澤

ｼ内 海

3，482

G7，747

ﾂ351
鰍P工0

9・3％

W・3％13・68％11・81％

潟市児童2642名二就キ調査セル所ハ約10％ノ

「オツエナ」患者ヲ二見セリト云ヘルト余ノ比

率二相似タリ．而シテ諸家ノ統計二比シ余ノ成

績ノ二二ナル所以ヲ考察スルニ，本村＝於テ何

僕病ノ多四駅ルハ既述セル所ニシテ，慢性鼻並

二副鼻腔炎症ト何健病ノ闇二密接ナル關係ノ存

在ヲ認メラル、ト云ハレタリ．EPチ加藤氏ハ佐

渡加茂湖周團ノ数ケ村＝於テ83例ノ何縷病患者

ノ：耳鼻咽喉科的楡索ヲ行ヒ，萎縮性鼻炎54．2％，

慢性鼻カタル」39．9％ノ高率ナルヲ報告セリ，

狗縷病ノ原因門門シ古來幾多ノ學読アリテ未ダ

en一一・スルトコロナシ．然レ共一般二認メラル、

所ハ紫外線ノ訣乏ニシテ，日光紫外線ノ敏乏

ハVitamin Dノ畿生障碍セラレ，骨ノ獲育，

或ハ其他ノ鞘管ノ機能障碍ヲ惹起スルト云ハ

レタリ．：Kauinannハ實験的脂溶性Vitamin鋏

乏症＝於テハ肥厚性飾骨蜂案炎ヲ見，Daniets，

C 266 ］



特殊村落昌於ケル綜合橡診成績報告 509

Armstrong and Huttonハ「ラッチ」ノ鼻腔並＝

副鼻腔二顯著ナル炎症々歌ヲ認メタリト云ヘ

リ．叉島野緊緊白鼠ヲ Vitamin A． D．敏乏食

餌ヲ以テ飼養シ，上車道ノ病攣ヲ組織學的二検

索セルニ，初期＝於テハ先ヅ粘膜下腺細胞ノ退

行性攣性ヲ認印，次第二野細胞減少ス，次デ粘

膜細胞ノ乾燥，結痂，上皮細胞ノ脱落ヲ認ム．

更二細胞浸潤ヲ來シ化膿性炎症ヲ惹起シ，粘膜

ハ著シク萎縮シ，上皮細胞ハ扁亭化シ，表暦ノ

角化充進アリ，骨組織ハ骨破壊，呼吸機輻，結

締織化等ノ著明ナル萎縮ノ像ヲ示ス．樹副鼻腔

ハ粘膜玉露野上ズ，反ツテ腫脹シ屡々腔内二滲

出物ヲ満タスト云ヘリ．何雌蝶ノ成因トシテ

vitamin Dノ積方ヲ考慮：スルトセバ，余ノ調査i

セル鼻腔内景ノ病攣ハ本村二於ケル狗僕病多獲

ノ傾向ヲ推測シ得ルモノノ如シ．

第9表 口蓋扁桃腺ノ槍i査成績

諜 十 柵 許 百分率

24

Q2

17

Q4

810 49

T6

27．4％

R1．3％

合 計 46  41 18 105
29・3％±2・41％

第10表 咽頭桃扁腺ノ面恥成績

訳
6

9

合 計

十

30

22’

52

25

34

59

2

3

5

計

57

59

116

百分率

32．2e／0

32．4e／o

32．30／o

±2・47％e

第8表 鼻申隔轡曲ノ統計

調査者 被橡入員数 百分率

 西

?澤

C江田

R 崎

17，747

R，482

@219
@849

26・1％

P3・5％

W・0％

P・3％

 次二余ハ鼻中隔磯曲＝：就キ観察セルニ32．7％

ナル数値ヲ得タリ，先人ノ検索成績二比シ（第

8表）甚シキ高率ナリ．鼻中隔崎型ノ成因二關

シ多数ノ學論アルモ，外傷翼壁ビロ蓋骨襲育異

常読バーt般＝認メラル・所ナリ．Nelson，：Black

ハ鼻中隔轡曲症ノ成立ト狗縷病性患疾トハ密接

ナル年玉アリテロ蓋ノ上昇二基因スルモノナル

ペシト云ヘリ．

 加藤氏モ實験的狗健病家兎＝於テ屡々著明ナ

ル鼻中隔ノ轡曲ヲ見タリト叙述セリ．帥チ本村

見事二戸テ鼻中隔難曲ノ高率ナルハ何儂病的傾

向ノ残存ヲ物語ルー事實タルベシ．

     第3節咽頭所見
 余ハ咽頭所見二就キロ蓋扁桃腺並＝咽頭扁桃

腺二時察ノ重傷ヲ置キタリ．槍査成績第9表，

第10表ノ如シ．

第11表  口i蓋乖兆扁腺H巴大ノ温言十

調査者 三三入員撒 百分率

鵜木
♂424
鰍R50

38・2％35．1％

内 海 3351
鰍P10

35．0％30・0％

大 澤 3482 32・3％

描    ●P7747 30・6％

原 田 1692 21．2％

清 水 19117 17・8％

吉 田 8073 10・9％

第12表 咽頭扁桃腺肥大ノ統計

調査者 被槍人員数 百分率

高 越 812 39・0％

石 丸
δ3867
鰍R145

23・0％28・0％

山 崎 849 26・5％

清 水 19114 17・8％

西 17747 14・2％

 帥チロ蓋扁桃腺肥大ヲ認ムルモノ29．3％ ＝シ

                    1テ，之ヲ先人ノ調査セル成績（第11表）＝比較ス

ルニ昌運…率ノ傾向＝アリ．叉咽頭扁桃腺肥大ハ

32．3％士2．47％ ＝シテ，先人ノ調査セル成績ノ

2，3二封比スルニ可ナリ高率ナルヲ知レリ，

［ 20r ］
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加藤氏が何健病患者二野キ咽頭ノ淋巴腺系統＝

關シ槍索セル成績ハ，咽頭ハ慢性疾患ヲ有スル

モノ甚ダ多ク，咽頭淋巴輪ノ著明二腫脹セルモ

ノモ亦多撒ナリ．殊二口蓋扁桃腺ノ肥大ハ41．0

％ノ高牽ヲ示セリト云ヘリ．然レ共猿渡氏ハ脂

溶性Vitaminノ扁桃腺組織二及ボス作用ヲ検

シ，幼弱家兎ヲ暗室内二飼養シテ，雪花茱ノ偏

食ヲナサシメ，實験学内儂病ヲ惹起セシムル

時，其ノ扁桃腺ノ淋巴濾胞ハ，他ノ淋巴性器管

ノ夫レト共＝萎縮性等化ヲ示シ，且ツ扁桃腺＝

限り多核白血球ノ浸潤高度ナルヲ特異トスト述

べタリ．帥チ猿渡氏ノ實験興研究ハ加藤氏ノ聖

歌観察例ト相反スル結果ナルヲ知ル．門守ノ観

察セル成績二十テモロ蓋扁桃腺並二咽扁桃腺ノ

肥大稽高率ナル原因二十キ地方的傾向ナリや否

ve關シテハ，余丁ハ今後多藪ノ臨山詞ニヨリ

解決セント思推スルモノナリ．

第4章 結

 二等ノ何縷病ノ多獲セル特殊村落二於テ，、國

民學校見：童ノ耳鼻咽喉科的所見ノ検査ヲ行ヒ次

ノ如キ結論ヲ得タリ．

 （1） i聴器所見ハ耳丁聴；栓塞12．1％士1．16％，

慢性化膿…性中耳炎1．8％±O、49％，鼓膜内陥15．8

％±1．36％，中耳炎後始症3．2％±0．66％ナル成

績ヲ得タリ．

 （2） 鼻所見ハ慢性軍門性鼻炎或ハ肥厚性鼻

炎39．1％±258％，慢性副鼻腔i炎41．3％ま2．60

％，萎縮性鼻炎10．1％土1．59％，鼻中隔二型32．

論

7％± 2．48％，ナル成績ヲ得タリ．

 （3） 咽頭所見ハロー蓋扁桃腺肥大29・3±2・41

％，咽頭扁桃腺肥大32．3％±2．47％ナル成績ヲ

得タリ．

 以上ノ所見ヨリ綜合考察スルニ聴器所見及ビ

咽頭所見；於テハ特別ナル意義ヲ認メ得ザル

モ，鼻所見＝於テハ諸家ノ報告＝比シ，各種：疾

患極メテ高率ニシテ，殊二萎縮性鼻炎ノ高率ナ

ルハ該部落二丁テハ二丁病的傾向ノ残存ヲ推察

シ得ルWh一二ナルベシ．

附寄生轟卵検査成績

 氷見郡速川村二二ケル同村下民學校二丁ノ綜

合槍診實施二際シ糞便二就キ寄生贔卵槍査ヲ行

ヘリ．被槍者ハ同村小久米國民學校第五六學年

見童78名（全見童ノ22。8％二當ル），並二山聞部

二三ル床鍋分校見世46名，合計124名門シテ，

糞便少：量ニスギ乾燥シ槍四二不適ノモノ多ク之

ヲ除外セルタメ被楡人員少キハ遺憾ナルモ，参

考迄二尉ノ成績ヲ概略報告ス．

 槍出セラレタル錨卵ハ姻：贔34名（43．6％）ニシ

テ三門人員ノ略三聖二近ク，四二鞭錨8名（10．

2％）ナリ．此ノ中爾贔卵ヲ有スル者5名（6・4％）

ヲ認メタリ．學年別二之ヲ観レバ蝸最卵ハ第6

年生二多ク，鞭轟卵ハ第5年生遙カニ多ク第6

年生二比シ約35倍＝相當セリ．性別＝見ルモ

特殊一下ヲ見出シ得ズ．（第1表）

第1表 小久米國民學校見童糞便槍査成績

被検

l員 颯轟卵 鞭轟卵

6年男子 21 11 52・4％ 1 4・7％

6年女子 21 9 42．9％ 1 4．7％

5年男子 18 7 38．9％ 3 16．7％

5年女子 18 7 38．9％ 3 16．7％

一計 78 34 （43．6％） 8 （10・2％）

 次二床鍋分校見：童二就キ観察スル；，最モ多

ク槍出セシバ前者同様，姻物干ニシテ35名（75．

1％）ナリ．女デ東洋毛檬線姦卵11名（23・9％）鞭

錨卵10名（21．7％）ナリ．此ノ中蜘最卵，鞭錨卵

［ 26B ］
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ヲ有スルモノ，蜘轟卵並二東洋毛様線贔卵ヲ有

スルモノ夫々9名（19．6％）ニシテ3贔卵ヲ有ス

第2表 床鍋國民學校兇童糞便槍査成績

被槍
l員 姻轟卵 鞭轟卵

東洋毛檬

?b卵
6 年 9 6 66・7％ 2 22．2％ 0

一

5 年 8 5 62・5％ 0
一

1 12．5％

4 年 4 3 75・0％ 0
一

1 25・0％

3 年 7 6 85・7％ 3 42・9％ 0
一

2 年 10 9 90．0％ 3 30・0％ 5 50・0％

1 年 8 6 66．7％ 2 25．0％ 4 50・0％

一計 46
」35 i（75・・％）

10
1（2・・7％）

11
1（2ag％）

ルモノ稜見シ得ズ．小久米校見童二比シ蜘鵡卵

ノ高…率＝見出サル・コトハ注目スベキ窯ナリト

考ヘラル．

 之ヲ要スル＝本槍査ニヨリ槍出セラレクル贔

卵ハ．小久米校＝於テハ蜘贔卵，鞭錨卵ノニ

種，床鍋校＝於テハ更二東洋毛様線贔卵ノ三種

ニシテ，爾校共二姻轟卵ハ最高率二襲見セラレ

タリ，而シテ飼轟卵ト鞭轟卵，或ハ東洋毛様線

贔卵トヲ有スルモノハ見出シ得タルモ，三者ヲ

有スルモノハ認メ得ザリキ。

 欄筆スルニ當リ，御校閲並二御教示ヲ恭フセル松田

教授二深甚ナル謝意ヲ表ス．
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